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（令和３年２月２８日発行） 

   

党派を超えた地方政治を！ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

１、地方政治に国政の党派性なし  

①予算案にも条例案にも党派性はない  

 館山市議会議員をおかげさまで１０年間続けさせても

らっていますが、国政と違って、地方政治には政党によ

る政策の違いはあまりありません。 

 私は２０１１年５月から議員を務めています。当時は

民主党の菅直人政権、次に野田政権、２０１２年１２月

に自民党政権に戻り安倍政権、そして現在は菅義偉政権

です。しかし、国政がどの与党であっても誰の政権であ

っても、それが理由で、市議会での予算案や条例案の賛

否が変わることはありません。他の議員でも、国政の政

権によって賛否を変えている人はいません。あくまでも

国政で決まった法律や予算に基づくことが前提であり、

その枠内で館山市はどうあるべきかを全ての議員が考え

ています。つまり、国政の争いと地方政治の争いは関係

するはずがないのです。 

 具体的に言えば「菅政権にＮＯ」であっても、「憲法９

条を守れ」であっても、国政では重要な案件ですが、館

山市の予算案と条例案には何の関係もないのです。 

 

②党派があることは良いこと。しかし、党派争い

によって政策を歪めてはならない  

 ただ、私は党派を否定しているわけではなく、むしろ

肯定しています。なかなか１人では意見は通りづらいの

で、組織を作って議論して多数の意見とすれば採用され

やすいのです。ですから、組織を作って政策を通そうと

いう試みはとても良いことだと思います。 

 しかし、組織を作れば、組織同士が縄張り争いになる

ことがあります。特に、国政は議院内閣制であり、多数

派が首相を取るので、足の引っ張り合いが起きることは

ある程度やむをえません。 

 一方、地方政治の場合は、二元代表制（≒大統領制）

であり、議員同士が足の引っ張り合いをしても、議員か

ら市長を出すことはできないので、不毛な争いをする意

味がありません。この意味でも国政と地方政治は違い、

政争は基本的に無意味なのです。 

 また、首長（市町村長や知事）も、住民の共感を得な

がら合理的に政策を進めていくだけであり、党派性なん

かで政策を捻じ曲げていたら、財政的に厳しい小規模な

自治体はすぐに潰れてしまいます。だから、首長選挙は

党派性を弱めるために「無所属」で出馬する候補者がほ

とんどであり、政党が重視される国政選挙とは違うので

す。 

 

③食のまちづくり拠点施設計画に関して議会と  

しての要望書を提出  

 

 

 

 

 

 

 

 

 館山市稲に地元の農産物を販

売する道の駅を作る計画ですが、

市民からは肯定的な意見も、否定的な意見も様々ありま

す。議会でも計画に対する温度差はあれど、現時点では

全員賛成で進んでいます。 

 そこで、議会として、この施設整備計画はどうあるべ

きかを議論して要望書を市長に提出しました。「議会とし

て現時点で出す必要があるのか」「要望書のこの部分は賛

成だが、疑問に感じる部分もある」など色々な意見があ

りましたが、最終的には賛成多数をもって議会として意

見を取りまとめたわけです。 

 要望書の内容は生産者との連携強化などです。民間事

業としての採算はもちろん大事ですが、公としてやる意

義を強調した要望になっています。 

 要望書の取りまとめは、私も建設経済委員長として関

わったので、副議長（議長代理）が市長に要望書を提出

する際に同行しました。この要望書の議論においても、

党派性はなかったと思います。 

【房日新聞１月２０日写真。左から市長・副議長・私】 

 

④『ＪＲ内房線における「ワンマン運転」につい

て、住民や利用者への説明を行い、安全性が十分

に確認されるまで導入しないことを求める意見

書』  

昨年１２月の議会で上記の意見書が議員全員の賛成で

可決したので、国と県に送付しました。ワンマン運転は、

これまで車掌と運転士の２人で行っていた業務を、運転

士１人が行うハードなものです。特に障害者の電車利用

に関して安全性に不安があり、また南房総はシカやイノ

シシなどの有害鳥獣が電車に衝突することも頻繁なので、

ワンマン運転は適さないでしょう。 

 このことから意見書が全会一致で可決したわけですが、

この件においても、党派性は関係ないと思います。 

石井としひろの「館山市政かわら版」      
敏    宏  
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 ２、県知事選も国政の党派性はいらない  

①国政政党の推薦を求めない熊谷俊人さん  

 県知事選への挑戦を表明している熊谷俊人さん（千葉

市長３期、４３歳）ですが、地方政治を国政の代理戦争

にしたくないことから、国政政党の推薦を求めないこと

にしています。 

 立憲民主党千葉県連や千葉維新の会などが応援してい

ますが、あくまでも地方組織として支援しており、国政

とは一線を画しています。現に、立憲と維新は国政にお

いては、かなり立ち位置が違いますが、やはり地方政治

の政策は国政とは全く別物なのです。 

 

②市町村議員の中から党派を超えて支援の動き  

 私も国政政党の党籍を持たない「無所属」ですが、市

町村の無所属議員を中心として、党派を超えて熊谷さん

を支援する動きがあります。 

 当然ながら、県知事は県会議員とは議会において密接

なやり取りがあるわけです。また、市町村長は自治体の

代表ですから、知事としっかりと連携しているものです。 

（もっとも、これまでの知事は県議会でも与党会派とば

かりつながっていたので、他の県議とも対等に接して欲

しいものです。また、知事と市長村長との連携も不十分

だったので改善が必要です） 

 しかし、今まで市町村議員と知事とのつながりという

のは全くありませんでした。そこで、熊谷さんが、知事

と市町村議員の対話の機会を継続的に作りたいという意

向を持っていることから、その趣旨に賛同する市町村議

員が超党派で集結しました。 

 この超党派の市町村議員の集まりは「千の葉の会」と

言い、２月２０日に千葉市内で結成式を行いました。 

【結成式の写真。中央が熊谷俊人さん。右は参加議員名

を読み上げる私】 

 

③あらゆる質問に対しても考え方を示せる力量  

 昨年の１１月末ですが、熊谷さんが館山市に来た時の

集会で質疑応答の時間があったので、私はいきなり残土

問題と環境規制のあり方について聞いてみました。（コロ

ナ禍なので、集会については不特定多数への周知はでき

ませんでした） 

 そうしたところ、「千葉県は自然豊かで工業もあるので、

本来であれば、他の都道府県よりも先進的な環境規制を

行っていくべきだが、それができていない」と即答。 

 このように、あらゆる問題に対して、すぐに本質論を

言える力量は非凡なものがあります。 

 

④オンライン対話集会は、南房総と県北の距離を

縮める  

 

 大勢の集会を開くのは現状では望ましくないので、熊

谷さんは、たくさんのオンライン対話会を開いてきまし

た。この対話会は、原則として１０名以上であれば誰で

も開催できたものです。 

 私は数多く出席していますが、とても便利です。対話

会を主催する人は県北の方が多かったわけですが、館山

市に住んでいる私でも簡単に参加できるのです。コロナ

以前は、わざわざ千葉以北まで出かけて１日がかりだっ

たのが、家で１時間で完結してしまうわけです。 

 このオンライン会議を使えば、市町村議員と熊谷さん

の対話会は簡単に開けます。また、一般の県民も同様で

す。これまで南房総と県北は、距離だけでなく情報の格

差もありましたが、オンライン会議の普及により、もっ

と密接になっていきます。 

 熊谷さんは千葉市長として、コロナ以前から対話集会

を３００回以上も開催しており、対話と情報公開を大事

にしています。オンライン時代に向いており、安房地域

のためになる政治家だと思います。 

 

⑤地方政治は国政の党派とは別  

 東京都世田谷区の保坂区長は、もともとは社会党系の

国会議員でしたが、区長選では「××ＮＯ」という国政

批判を禁止し、「世田谷ＹＥＳ」という地道に地方政治を

進めようとするキャッチコピーを使って圧勝を続けてい

ます。このように党派性や国政批判とは一線を画し、前

向きに地方政治と県知事選に向き合いたいものです。 
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